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2021（令和 3）年度 総合地球環境学研究所 

コアプロジェクト 予備研究（ＦＳ）公募要領 

 

※今回の募集は、大学共同利用機関法人人間文化研究機構の第 3 期中期目標・中期計画（期間 2016-

2021 年度）に基づき総合地球環境学研究所が設定した研究テーマを対象として公募するため、インキュベー

ション研究（IS）の公募は行わず、予備研究（FS）のみの公募となります。 

 

Ⅰ 総合地球環境学研究所の設立趣旨 

総合地球環境学研究所（以下「地球研」という。）は、地球環境問題の解決に向けた学問を創出するため

の総合的な研究を行う目的で大学共同利用機関として 2001（平成 13）年に創設されました。 

地球研の使命は、諸分野で個別に取り組まれている研究を俯瞰し、環境問題の本質を解明するとともに、

人間と自然とのあり方を統合的に提示することにあります。設立当初から「地球環境問題の根源は、人間文

化の問題にある」と位置づけ、文理融合を中心とした「学際研究」や、研究者と社会の直接の連携に根ざし

た「超学際研究＊」を特色とする、多様な研究プロジェクトを通して、課題解決型の研究に取り組んできまし

た。 

 

＊超学際研究：超学際研究とは、研究者のコミュニティが、研究者以外の社会の様々な関係者（ステークホ

ルダー）と連携・協働して、新たな智の創出を行う研究を指し、ステークホルダーの特定から、協働のための

企画作り、共同研究の実施、研究成果の発信と社会での実装まで、さまざまな過程から成ります。 

 

Ⅱ プログラム－プロジェクト制とコアプロジェクト 

2016（平成 28）年度から、新たにプログラム－プロジェクト制を導入し、ボトムアップ型のプロジェクトを統

括・統合し、総合知の形成を強力に推進する体制としました。プログラムは「実践プログラム」と「コアプログラ

ム」からなります。「コアプログラム」には、プログラムディレクターが配置されており、複数のコアプロジェクトで

構成されています。 

コアプロジェクトでは、プログラムディレクターのリーダーシップのもと、個別の課題や分野に限定されず、

様々な地球環境問題に適用が可能であり、総合地球環境学としての基礎と汎用性を持った「社会との協働に

よる地球環境問題解決のために必要な理論・方法論の確立」を目指します。コアプロジェクトのプロジェクトリ

ーダーとして、地球研に所属していただき、地球研という場において研究グループを形成することになります。そ

の際、現在進行中の実践プロジェクト（実践プログラムに所属して、具体的な地球環境問題の解決を目指す

プロジェクト）及びこれまでに行われてきた数多くの地球研の研究プロジェクトの中で培われてきた、地球研の

様々な研究資源（研究課題と成果、研究フィールド、人的ネットワークなど）をご活用いただけます。コアプロジ

ェクトは、2－3年間の研究プロジェクトとして実施され、年間 1,000万円程度の研究予算が支給される予定

です。 

最終的な研究成果として、地球環境問題の解決を目指す国内外の研究機関・研究者や社会の多様なステ

ークホルダーの間で広く共有され、地球環境問題の解決に向けて真に有効な理論・方法論となって行くことが
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求められます。 

 

Ⅲ 公募内容 

1. 募集するコアプロジェクト予備研究 

今回公募を行うコアプロジェクト予備研究（以下「コアＦＳ」という）とは、コアプロジェクトの実現可能性

（Feasibility）を検討するために、コアプロジェクトの提案者が中心となって、地球研の内外の研究者や社会

の多様なステークホルダーと共同して実施するものです。地球研で実施されている研究プロジェクト（Web リ

ンク）との連携や終了プロジェクトの成果を活用し、申請者ご自身の専門分野の知見を活かした「社会との協

働による地球環境問題解決のために必要な理論・方法論の確立」の一翼を担うものを求めており、地球研に

限らず国内外の様々な研究との連携も期待されています。 

申請者は、次に掲げる研究内容の概要を参考に、具体的な研究課題を設定して応募して下さい。狭い意味

での研究者に限らない幅広い方からの応募も歓迎します。 

なお、現在、2件のコアプロジェクトが進行していますので、その研究内容等も参考にしてください。また、研

究内容等についてプログラムディレクターにお問い合わせいただくこともできます。（事務的な御相談は「Ⅶ そ

の他」の担当係までお願いします。） 

（プログラムディレクター・谷口 真人 副所長・連絡先：makoto@chikyu.ac.jp） 

 

・環境社会課題のオープンチームサイエンスにおける情報非対称性の軽減

https://www.chikyu.ac.jp/rihn/project/2018-02.html 

・共創を育む手法と技法：環境問題の解決に向けた TD研究のための実践的フレームワーク 

https://www.chikyu.ac.jp/rihn/project/2020-Core-01.html 

 

プログラムおよび 

研究テーマ 
研究内容の概要 

（コアプログラム） 

社会との協働による地球環境問題解決

のために必要な理論・方法論の確立 

持続可能な社会の構築に向けた地球環境研究に、広く適用可

能な概念や体系的な方法論の確立につながる研究を行う。特

に、環境倫理や公平性・正当性・利他性等に関する考察、環境

と経済のバランスを評価する方法論、ステークホルダーと協同

したシナリオ開発や政策への展開に関する研究などを求める。 

 

2. 申請資格  

1） 国、公、私立大学等の教授、准教授、講師及び助教 

2） 上記 1）に準じる者（この場合、応募者について意見を述べられる方２名の氏名と電話及び Emailアド

レスを必要とする）  

3. 研究期間 

2021年 4月～2022年 3月末 

mailto:makoto@chikyu.ac.jp


 

3 

 

4. 人事上の手続き 

コアプロジェクトＦＳに採択された場合、所外の研究代表者（申請者）は地球研の客員教授、客員准教授ま

たは客員助教になっていただく必要があります（1年間）。 

コアプロジェクトＦＲに進展した場合、その研究代表者（プロジェクトリーダー）は、地球研の教授、准教授ま

たは助教である必要があります。その場合、①プロジェクトの期間（2－3 年間）を任期とした地球研の教員に

なる、②所属機関からの出向という形をとる、③クロスアポイントメント制度などを使って現在の所属機関と地

球研を兼務する、などの選択肢があります。その際、地球研と研究代表者及び所属機関の間で採用等の人事

上の手続について、十分に協議を行います。 

クロスアポイントメント制度を利用することを予定している場合は、FS から FR への移行に伴う 11 月～12

月の内部審査（研究審査・報告会）までに、所属機関と協議のうえ、地球研の業務に対するエフォート率を提

示していただきます。なお、地球研では、可能な限り地球研の業務に専念していただくという考え方のもと、クロ

スアポイントメント制度を利用した場合の地球研業務（所内会議等への参加を含む。）のエフォート率は最低

70%以上とすることを方針としています。また、これらについては連携協定ないし覚書等に定めるものとします。 

なお、コアプロジェクト終了時の評価において高い評価を受けた場合、雇用を継続する可能性があり、クロス

アポイントの場合は所属機関との間であらためて連携協定ないし覚書などを締結する予定です。 

 

5. 所要経費 

旅費及び消耗品費等について、予算の範囲内において地球研が負担します。1件当たり 50～100万円

以下で予算計画を立ててください。ただし、ＦＳ期間中は備品（単価 10 万円以上）の購入は認められませ

ん。 

 

6. 参考資料 

申請書の作成について、次に示す地球研の要覧・ホームページの「地球研のめざすもの」等を参照してく

ださい。  

・総合地球環境学研究所における研究活動の基本方針：PDF 

・地球研のめざすもの：地球研 HP（http://www.chikyu.ac.jp/about/overview/goal.html） 

・設立の趣旨と目的：地球研 HP（http://www.chikyu.ac.jp/about/overview/purpose.html） 

・総合地球環境学研究所研究プログラム－プロジェクト規則：PDF 

・総合地球環境学研究所研究プロジェクト実施細則：PDF 

・プロジェクトに求めるもの：PDF, English（Expectations Towards RIHN Projects） 

（コアプロジェクトに求めるもの 1～7に基づき審査する。） 

 

・総合地球環境学研究所ＦＲ、ＦＳ及びＩＳ審査実施要領：PDF 

・各実践プログラムのミッションステートメントとフルリサーチ実施までの流れ： 

  地球研 HP, English（RIHN Programs） 
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Ⅳ 応募書類の提出等 

1. 提出書類 

・様式 1－4a,b 2021年度 コアプロジェクト・予備研究（ＦＳ）申請書 

             （4aは所外申請者用、4bは所内申請者用で、承諾書の箇所のみ記載が異なります。） 

・様式 1－5 コアＦＳ研究計画書 

・申請者履歴書 

・参考意見を伺える方２名の氏名及び連絡先（Ⅲ公募内容 2.申請資格 2）に該当する方のみ） 

 

2. 提出期限 ： 2021年 2月 5日（金） 10時必着（日本時間） 

電子メールの添付ファイルとして電子ファイル（PDF形式）で提出すること（様式1－4は公

印押印済みのものをスキャンすること）。応募時の電子メールの件名は「【2021年度コアＦ

Ｓ公募】所属機関名・氏名」とすること。電子メール受信後に受領確認のメールを返送しま

すが、万一、2 月 10 日（水）13 時までに受信確認メールが届かない場合は、お問い合わ

せ願います。 

なお、公印押印済みの様式 1－4は、2021年 2月 10日（水）までに、郵送（必着）又は

持参すること。 

 

3. 提 出 先 ： （電子メール） 

opencall@chikyu.ac.jp 

（郵送又は持参） 

〒603-8047 京都市北区上賀茂本山 457-4 

総合地球環境学研究所 管理部企画連携課研究企画係 

 

4. 公募後のスケジュール（現在における予定であり、変更が生じる場合もあります。）  

 

・書類締切 2021年 2月 5日（金） 

・書類審査結果通知 2021年 2月 15日（月） 

・研究内容発表会（書類審査通過分ヒアリング） 

（＠地球研） 

2021年 2月 25日（木） 

（予備日※）2月 26日（金） 

・研究開始 2021年 4月 1日（木） 

・研究審査・報告会（＠京都市内） 2021年 12月 1日（水）～3日（金） 

・研究プログラム評価委員会（ヒアリング審査） 

（＠地球研） 

2022年 2月 8日（火）～10日（木） 

 

※予備日とは、応募多数等の理由により当初予定日に審査を終了できない場合等のための振替日等

のことです。申請者が指定するという趣旨のものではありません。 
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Ⅴ 審査 

  採択の所内審査は、研究プロジェクト所内審査委員会において、予算計画を含め、申請内容に対して書類に

て審査を行い、書類審査を通過した課題については、地球研所員参加による公開ヒアリングを経て、総合的な

審査を行います。 

 

Ⅵ 採択後の流れ 

コアＦＳに採択後、2021（令和 3）年 11月～12月の研究審査・報告会においてＦＳの報告とＦＲ移行計

画を発表していただき、研究プロジェクト所内審査委員会の審査を経て、2022（令和 4）年 2月開催の研

究プログラム評価委員会に進むことになります。 

 

Ⅶ その他 

・提出書類は、使用言語が指定されている部分はその言語で、指定されていない部分は英語又は日本語で

記載してください。 

・上記「Ⅴ 審査」に「地球研所員参加による公開ヒアリング」と記載しましたように、地球研におけるプロジェ

クト形成には、審査員だけではなく、地球研の研究者等も参加する研究内容発表会（書類審査通過分ヒア

リング）を行います。そのため、申請書類が地球研の研究者に開示されることもありますので、非公開の研

究データの記載については特にご注意願います。 

・研究内容発表会（書類審査通過分ヒアリング）での使用言語は日本語または英語とし、参加される際の旅

費は申請者の負担とします。 

・研究審査・報告会での使用言語は、日本語または英語ですが、研究プログラム評価委員会での使用言語

は、英語とします。 

・ 研究内容発表会、研究審査・報告会、研究プログラム評価委員会での発表は、原則、各発表会場で行うこ

ととします。 

 

 
問い合わせ先 

管理部企画連携課研究企画係 

         Tel：075-707-2148 

         E-mail: opencall@chikyu.ac.jp 


